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【
道　

路
】

◆ 

よ
り
安
全
な
道
路
へ
の
改
良

　

･･････････････

２
億
３
，８
８
１
万
円

　

日
常
生
活
や
産
業
活
動
を
支
え
る
道
路
網

を
整
備
す
る
た
め
、
国
・
県
道
で
は
主
に
国

道
３
０
５
号
や
武
生
米
ノ
線
な
ど
、
県
施

行
に
よ
り
円
滑
に
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ

う
に
改
良
を
行
い
ま
す
。
町
道
で
は
乙
坂
気

比
庄
線
（
朝
日
）
で
歩
道
整
備
を
行
い
歩
行

者
の
安
全
な
通
行
を
確
保
し
、
窪
田
線
（
宮

崎
）
で
は
消
雪
設
備
を
設
置
し
て
冬
期
間
の

円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
ほ
か
、
町
道
の
局

部
的
な
舗
装
・
側
溝
改
良
や
危
険
箇
所
に
お

け
る
災
害
防
除
な
ど
を
行
い
ま
す
。

財
政
の
健
全
化
を
進
め
な
が
ら
、
住
民
が
希
望
を
持
っ
て
定
住
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
平
成
20
年
度
当
初
予
算
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

【
水　

道
】

◆ 
安
全
で
良
質
な
水
の
供
給

　

･･････････････

５
億
３
，５
２
１
万
円

　

糸
生
地
区
で
は
送
水
ポ
ン
プ
場
設
備
、
配

水
管
な
ど
、
萩
野
地
区
で
は
配
水
池
設
備
、

送
水
管
・
配
水
管
な
ど
、
城
崎
地
区
で
は
配

水
池
設
備
、
配
水
管
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

【
下
水
道
】

◆ 

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全

　

･･････････････

２
億
７
，９
５
２
万
円

　

朝
日
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
沈
砂
池
設
備
と

主
ポ
ン
プ
設
備
な
ど
を
更
新
し
、
城
崎
地
区

で
は
、
排
水
管
、
中
継
ポ
ン
プ
場
を
整
備
し

ま
す
。

【
情
報
通
信
】

◆ 

携
帯
電
話
施
設
の
整
備

　

･･････････････････

１
，０
０
０
万
円

　

小
川
・
天
谷
地
区
に
鉄
塔
施
設
を
設
置
し
、

来
年
度
に
は
伝
送
用
専
用
線
を
敷
設
し
て
、

携
帯
電
話
不
感
地
区
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

【
公
共
交
通
】

◆ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
促
進

　

･････････････････････････

34
万
円

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
よ
り
便
利
に
利
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
回
数
乗
車
券
や
小
中

高
生
を
対
象
と
し
た
夏
季
休
業
期
間
限
定
フ

リ
ー
パ
ス
券
を
発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
運
転

免
許
を
自
主
返
納
さ
れ
た
人
に
対
し
、
無
料

定
期
乗
車
券
を
発
行
し
ま
す
。

◆ 

路
線
バ
ス
の
利
用
促
進

　

･･････････････････

３
，３
６
２
万
円

　

路
線
バ
ス
の
維
持
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
高
齢
者
や
高
校

生
に
対
す
る
運
賃
の
補
助
、
区
な
ど
が
実
施

す
る
バ
ス
待
合
所
整
備
へ
の
補
助
を
行
い
、

町
民
の
「
足
」
と
な
る
公
共
交
通
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

【
憩
い
の
場
】

◆ 

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
整
備

　

･････････････････････

２
８
０
万
円

　

防
災
・
防
犯
上
危
険
な
空
き
家
を
取
り
壊

し
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を
整
備
し
ま
す
。

【
防
災
・
救
急
】

◆ 

耐
水
性
貯
水
槽
の
設
置

　

･･････････････････

３
，０
０
０
万
円

　

火
災
時
の
水
利
を
確
保
す
る
た
め
、
気
比

庄
、
乙
坂
、
梅
浦
、
下
河
原
地
区
に
40
ト
ン

型
の
耐
震
性
貯
水
槽
を
設
置
し
ま
す
。

◆ 

鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
丹
生
分
署（
仮
称
）

の
建
設

　

･････････････････

３
億
７
３
２
万
円

　

常
備
消
防
の
充
実
と
複
雑
化
す
る
災
害
に

対
応
し
、
安

全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る

た
め
、
今
年

度
と
来
年
度

の
２
か
年

で
下
河
原
地

区
に
鯖
江
・

丹
生
消
防
組

合
消
防
署
の
分
署
的
な
機
能
を
兼
ね
備
え
た

丹
生
分
署
（
仮
称
）
を
建
設
し
ま
す
。

【
災
害
予
防
】

◆ 

水
害
・
土
砂
災
害
の
未
然
防
止

　

･････････････････････

５
９
０
万
円

　

町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
玉
川

地
区
と
赤
井
谷
地
区
で
急
傾
斜
地
の
崩
壊
を

防
ぐ
工
事
を
行
い
ま
す
。

快
適
で
安
全
に
住
め
る
ま
ち
づ
く
り

定
住
で
き
る
住
み
や
す
い

住
環
境
を
整
備
し
、

安
全
な
暮
ら
し
を

守
り
ま
す
。
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に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目

し
た
健
診
と
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

◆ 

が
ん
検
診
を
実
施

　

･･････････････････
１
，７
０
２
万
円

　

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
職
場
な
ど
で
が
ん

検
診
を
受
診
す
る
機
会
の
な
い
人
を
対
象

に
、
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

【
医　

療
】

◆ 

医
療
機
器
の
整
備

　

 ･･････････････

１
，４
０
４
万
円

　

織
田
病
院
に
診
察
・
健
診
業
務
の
充

実
の
た
め
に
全
自
動
総
合
血
液
分
析

装
置
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
画
像
処
理
に
移
行
す
る
た

め
に
、
読
影
シ
ス
テ
ム
（
モ
ニ
タ
ー
）

を
整
備
し
ま
す
。

【
出　

産
】

◆ 

妊
婦
・
乳
児
健
診
費
用
を
助
成

　

･････････････････････

９
５
４
万
円

　

妊
娠
・
出
産
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
健
診
費
用

の
一
部
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆ 

特
定
不
妊
治
療
費
を
助
成

　

･････････････････････････

75
万
円

　

少
子
化
対
策
と
し
て
不
妊
治
療
を
受
け
て

い
る
人
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

医
療
保
険
が
適
応
さ
れ
な
い
特
定
不
妊
治
療

費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
】

◆ 

す
く
す
く
保
育
事
業
、（
第
３
子
以
降
の

３
歳
未
満
児
の
保
育
料
を
無
料
）

　

･････････････････････

５
６
８
万
円

　

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
第
３
子
以
降
の
３
歳
未
満
児
の
保

育
料
を
無
料
に
し
ま
す
。
ま
た
、
３
人
同

時
に
保
育
所
に
入
所
し
た

場
合
、
第
３
子
以
降
の
保

育
料
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

出
産
、子
育
て
を
支
援
し
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
保
健
・
医
療
と
福

祉
を
充
実
し
ま
す
。

◆ 

す
み
ず
み
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
家

庭
で
の
一
時
保
育
・
生
活
支
援
）

　

･････････････････････････

25
万
円

　

保
護
者
の
通
院
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
急
な
用

事
で
、
子
ど
も
の
世
話
が
で
き
な
い
と
き
、

保
育
士
な
ど
を
派
遣
し
一
時
保
育
や
子
育
て

家
庭
の
生
活
支
援
（
食
事
、
掃
除
な
ど
家
事

支
援
）
を
行
い
ま
す
。（
社
会
福
祉
協
議
会

委
託
）

◆ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

･･････････････････

２
，７
７
２
万
円

　

子
育
て
家
庭
の
相
談
指
導
及
び
子
育
て

サ
ー
ク
ル
な
ど
へ
の
支
援
や
、
地
域
の
保
育

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
各
保
育
所
（
園
）
間
の

連
携
を
図
り
、
特
別
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

◆ 

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
対
策
事
業

　

･･････････････････

３
，８
０
４
万
円

　

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
に
か
か
る

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
、
子
育
て
家
庭
に

経
済
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
障
害
者
福
祉
】

◆ 

障
害
者
の
生
活
支
援

　

･･････････････････

２
，２
９
７
万
円

　

障
害
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
必

要
な
情
報
の
提
供
や
助
言
を
行
う
相
談
支
援

事
業
や
、
意
思
の
伝
達
に
支
障
が
あ
る
障
害

者
に
対
し
て
、
手
話
通
訳
を
派
遣
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
、
自
立
し
た

日
常
生
活
を
支
援
す
る
用
具
の
給
付
や
外
出

支
援
な
ど
、
在
宅
の
障
害
者
の
地
域
で
の
生

活
を
支
援
し
ま
す
。

◆ 

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
を
整
備

　

･････････････････････

１
２
０
万
円

　

公
共
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
既
存
の
身

体
障
害
者
用
ト
イ
レ
に
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対

応
ト
イ
レ
を
整
備
し
、
障
害
者
の
方
の
社
会

参
加
を
支
援
し
ま
す
。

【
保
健
事
業
】

◆ 

特
定
健
診
・

　

特
定
保
健
指
導
を
実
施

　

･････

１
，３
８
２
万
円

　

40
歳
〜
74
歳
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
を
対
象

【
ま
ち
づ
く
り
活
動
】

◆ 

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
支
援

　

･････････････････････････

60
万
円

人
が
輝
き
交
流
で
満
ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、次
世
代
を
担

う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

町
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
町
民
が
自
主
的
・
主
体
的
に
行

う
魅
力
的
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

【
国
際
交
流
】

◆ 

国
際
交
流
協
会
に
よ
る
交
流
の
推
進

　

･･････････････････

１
，１
７
９
万
円

　

国
際
交
流
協
会
の
活
動
を
中
心
に
、
町
民
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と
在
住
外
国
人
と
の
相
互
理
解
を
図
る
た

め
、「
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や

ア
メ
リ
カ
、
タ
イ
と
の
間
で
派
遣
・
受
入
な

ど
の
交
流
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
青
少
年
の

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
男
女
共
同
参
画
】

◆ 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

･･･････････････････････

３
５
１
万
円

　

男
女
共
同
参
画

宣
言
都
市
と
し

て
、
男
女
が
お
互

い
に
そ
の
人
権
を

尊
重
し
、
責
任
を

分
か
ち
合
い
、
性

別
に
関
係
な
く
そ

の
個
性
と
能
力
を

発
揮
で
き
る
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
男
女
共
同
参
画
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
と
と
も
に
、

男
女
共
同
参
画
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
区
・
団
体
や
小
中
学
校
が
実
施
す
る

気
づ
き
事
業
を
支
援
し
、
男
女
共
同
参
画
の

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

【
学
校
教
育
】

◆ 

朝
日
小
学
校
に
エ
レ
ベ
ー
タ
を
設
置

　

･･････････････････

１
，４
３
３
万
円

　

障
害
児
な
ど
の
学
習
環
境
を
改
善
す
る
た

め
、
朝
日
小
学
校
に
エ
レ
ベ
ー
タ
お
よ
び
身

障
者
用
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
す
。

◆ 

朝
日
中
学
校
を
建
設

････････････････

16
億
１
，３
８
４
万
円

　

平
成
21
年

度
春
の
開
校

に
向
け
て
、

昨
年
度
よ
り

２
か
年
に

わ
た
り
朝
日

中
学
校
と
糸

生
中
学
校
が

統
合
し
た
新

し
い
中
学
校

を
建
設
し
ま

す
。

◆ 

非
常
勤
講
師
お
よ
び
生
活
支
援
員
を
配
置

　

･･････････････････

２
，０
７
０
万
円

　

複
式
学
級
を
解
消
す
る
た
め
非
常
勤
講

師
を
配
置
し
、
個
に
応
じ
た
授
業
の
展
開

を
図
り
ま
す
。ま
た
、障
害
を
抱
え
る
児
童
・

生
徒
に
対
し
生
活
支
援
員
な
ど
を
配
置
し
、

安
全
な
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
配
慮
し

ま
す
。

◆ 

教
育
相
談
員
を
配
置

　

･････････････････････

５
２
４
万
円

　

各
地
区
に
教
育
相
談
員
を
配
置
し
、
悩
み

を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
や

保
護
者
の
相
談
活
動
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
悩
み

を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
に

対
し
て
の
適
応
指
導
教
室

も
行
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】

◆ 

各
種
講
座
の
開
催

　

･････････････････････

３
４
８
万
円

　

各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
学
習

内
容
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
様
々
な
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
講
座
用
パ
ソ
コ
ン
を
受
講
者
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
、
年
ご
と
に
順
次
更
新
し
て

い
き
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
】

◆ 

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
大
会
の
開
催

　

･････････････････････

５
５
０
万
円

　

本
町
で
は
今
回
で
４
回
目
と
な
る
「
第

９
回
全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11
人

制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
」
が
11
月
に
開
か

れ
ま
す
。

◆ 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
を
支
援

　

･････････････････････

１
５
０
万
円

　

町
内
の
種
目
別
協
会
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
開
催
を
支
援
し
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
さ

ら
な
る
振
興
を
図
り
ま
す
。

◆ 

全
国
大
会
へ
の
出
場
選
手
を
支
援

　
･････････････････････････

50
万
円

　

県
内
の
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
全
国
大
会
な

ど
へ
出
場
す
る
選
手
に
対
し
、
そ
の
参
加
に

か
か
る
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

◆ 

「
え
ち
ぜ
ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
活
動
の

支
援

　

･････････････････････････

70
万
円

　

誰
も
が
、
い
つ
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
め
る
場
と
し
て
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
「
え
ち
ぜ
ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

の
活
動
の
充
実
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
ク

ラ
ブ
と
の
共
催
に
よ
る
短
期
イ
ベ
ン
ト
（
カ

ヌ
ー
や
水
泳
教
室
な
ど
）も
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
】

◆ 

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
開
催

　

･････････････････････

２
５
２
万
円

　

各
地
区
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
参
画
を
得
な
が
ら
勉
強
や
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
放
課
後
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全

で
安
心
な
居
場
所
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。
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【
農
業
の
振
興
】

◆ 

水
仙
産
地
の
生
産
基
盤
の
整
備

　

･･････････････････

３
，５
６
０
万
円

　

左
右
地
区
の
水
仙
ほ
場
に
新
た
な
農
道
を

整
備
し
、
産
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
本

年
度
は
路
線
の
測
量
・
設
計
を
行
い
ま
す
。

◆ 

地
域
農
業
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

･････････････････････

３
５
８
万
円

　

集
積
困
難
な
農
地
な
ど
の
耕
作
放
棄
を
抑

制
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
農
地
の
担
い
手

（
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
タ
ー
）
に

対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
林
業
の
振
興
】

◆ 

林
道
の
整
備

　

･････････････････････

７
４
０
万
円

　

越
前
西
部
３
号
線
、
炭
ヶ
谷
線
の
舗
装

と
東
三
床
線
の
排
水
整
備
を
行
い
ま
す
。

【
水
産
業
】

◆ 

漁
港
の
整
備

　

･････････････････

２
億
２
７
１
万
円

　

玉
川
漁
港
で
は
、
安
全
な
船
揚
場
と
港
内

元
気
で
活
力
み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
自
然
や
伝
統
産

業
を
活
か
し
、地
域
資
源

と
共
生
す
る
産
業
を
育

成
し
ま
す
。

の
静
穏
度
を
保
つ
た
め
、
防
波
堤
を
改
良
し

ま
す
。
ま
た
米
ノ
浦
漁
港
で
は
、
漁
業
環
境

を
改
善
し
、
漁
家
経
営
の
安
定
と
安
全
な
生

活
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
、
防
波
堤
工
事

や
用
地
造
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
商
工
業
】

◆ 

商
工
業
育
成
資
金
の
利
子
補
給

　

･････････････････････

１
３
０
万
円

【
観　

光
】

◆ 

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

　

･･････････････････

４
，２
７
５
万
円

　
　

町
民
の
交
流
と
観
光
客
の
誘
致
の
た

め
、
５
月
の
陶
芸
ま
つ
り
、
７
月
の
越

前
夏
ま
つ
り
、
８
月

の
あ
さ
ひ
ま
つ
り
と

Ｏ
・
Ｔ
Ａ
・
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ

響
の
開
催
を
支
援
し

ま
す
。

個
性
豊
か
で
誇
り
の
も
て
る
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
資
産
を
活
か
し
て

越
前
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築

し
、魅
力
的
で
誇
れ
る
ま

ち
を
創
造
し
ま
す
。

◆ 

学
生
合
宿
の
「
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
」

と
「
案
内
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
作
成

　

･････････････････････

２
１
５
万
円

　

町
内
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
利
用
し

た
学
生
合
宿
を
誘
致
す
る
た
め
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
施
設
と
町
内
宿
泊
所
の
予
約
受
付
を

一
元
化
す
る
「
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
整

備
と
、
合
宿
施
設
と
宿
泊
所
を
紹
介
す
る

「
案
内
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
製
し
ま
す
。

　【
自
然
環
境
】

◆ 

Ｅ
Ｍ
の
利
用
方
法
を
普
及
啓
発

　

･････････････････････････

81
万
円

　

町
内
全
域
で
Ｅ
Ｍ
（
有
用
微
生
物
群
）
を

気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
家
庭
で
の

生
ご
み
の
堆
肥
化
や
た
め
池
・
河
川
の
水
質

浄
化
な
ど
の
環
境
活
動
を
広
げ
る
た
め
、
そ

　

町
内
の
商
工
会
員
や
越
前
焼
工
業
協
同
組

合
員
が
、
県
の
制
度
融
資
、
国
民
金
融
公
庫
、

県
商
工
貯
蓄
共
済
制
度
資
金
か
ら
融
資
を
受

け
た
と
き
、
そ
の
借
入
利
子
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

【
伝
統
産
業
の
振
興
】

◆ 

越
前
焼
の
機
械
改
修
の
支
援

　

･････････････････････････

50
万
円

　

越
前
焼
産
業
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た

め
、
既
存
の
ボ
ー
ル
ミ
ル
（
陶
土
を
粉
砕
す

る
機
械
）
の
改
修
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

の
利
用
方
法
の
普
及
啓
発
を
行
い
ま
す
。

【
循
環
型
社
会
】

◆ 

ご
み
の
分
別
収
集
の
推
進

　

･･････････････････
９
，８
８
２
万
円

　

従
来
の
ご
み
分
別
収
集
と
昨
年
10
月
か
ら

行
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別

収
集
の
徹
底

に
取
り
組
み

ま
す
。

【
文
化
財
の
保
護
・
継
承
】

◆ 

「
丹
山―

幕
末
を
生
き
た
学
僧―

」（
仮

称
）
の
開
催

　

･････････････････････

１
３
８
万
円

　

織
田
文
化
歴
史
館
で
、
幕
末
を
生
き
た
学

僧
・
上
野
丹
山
（
順
藝
）
の
生
涯
と
業
績
、

丹
山
と
当
時
の
文
化
人
達
と
の
交
流
に
関
す

る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆ 

越
前
学
悠
久
塾
の
開
催

　

･････････････････････････

83
万
円

　

町
内
に
所
在
す
る
文
化
財
の
紹
介
、
町
が

行
う
文
化
財
調
査
や
最
新
の
研
究
成
果
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
町
民
対
象
の
歴
史
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
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